
HELP!みやぎ相談室より              相談員 ●●●● 
 みやぎ NPO プラザ内のヘルプ！みやぎで受付・相談等を担当させて頂いてか
ら５年になります。 
相談内容は失業、借⾦、DV、依存症、罪を償って出所したが住居がない、⾦銭
管理を誤って⾷料が買えないなど多岐に渡ります。 
私に務まるのだろうか？当初は不安でしたが、センター⻑はじめスタッフのみ
なさんの協⼒をお願いしながら現在に⾄っております。 
 ⼈は⽣まれた時から⾃分を取り巻く「輪」があると思います。それが無くなっ
た時、暗い底に落ち込んでしまうのではないでしょうか？ 
実は私も５ヶ⽉間の路上⽣活を経験しました。当初は様々なしがらみから抜け
出せてホッとしたことを覚えています。しかし、その後に⾔い知れぬ不安が待っ
ていました。「⼈⽣最⼤の恐怖は孤独である」まさにその通りだと思いました。
私は幸いにも仙台夜まわりグループの輪の中に⼊れていただき、これまでの⼈
⽣で今が最も充実した⽇々を過ごせていると実感しております。 
相談にいらっしゃった⽅すべてが⼈⽣をやり直して笑顔で暮らしてほしい、も
ちろん夢の中の話ですが……。そんな気持ちでも中々思い通りにはいきません。
初対⾯ですべてをさらけ出すことは難しいことです。「お腹すいていませんか？」
「コーヒー飲みませんか？」などから少しでもリラックスしてもらえるように
して、その後の本題へと移れるようにしています。路上⽣活の⽅の場合、安⼼し
て屋根のある⽣活に繋げたいのですが、夜まわりグループや他の NPO 運営のシ
ェルターや中間施設（第 2 種社会福祉事業）にも当然限りがあります。⾷事もで
きるシャワーやゆっくり過ごす会などの⽀援イベントに誘導しても寒い時期に
は特に⼼が痛みます。 
また考え違いをしている⽅も多く、NPO プラザのヘルプに⾏けばタクシー代を
払ってもらえると聞いたと遠くからタクシーで来られた⽅もおりました。⾷料
⽀援では、野菜とか⾁は置いていないのかなど⾊々なことを聞いてくることも
あります。私もちょっとキレかかります（反省です！） 
 嬉しいこともあります。先⽇は偶々、同じ⽇に 2 ⼈の⽅が訪れてくれました。
1 ⼈は昨年真冬の時期に来て、同居していた祖⺟との関係が上⼿く⾏かず家を出
て路上に出てしまったと相談の 21 歳の男性でした。その時「⾎は⽔より濃しだ
よ、今は冷静になれないかもしれないが頭を冷やしておばあちゃんと話し合っ
てみたら」と提案し寒いからと寝袋と⾷料を提供しました。半年ぶりに挨拶に来



てくれた彼は、「あれから家にも帰れて今⽇はこれから⾯接に⾏きます」と笑顔
で寝袋を返してくれました。 
もう 1 ⼈は、●●●に住んでいる⽅も久しぶりに寄ってくれ、清掃の仕事が４
年⽬に⼊りましたと笑顔で報告をしてくれ、ちょうど私の帰る時間でしたので、
道すがら雑談を楽しみバス停まで送ってくれました。 
また、街中で相談された⽅が私を⾒つけて、「これから仕事に⾏きます。ヘルプ
で話ができて勇気が湧きました」と⾔われることが何度かありました。そんなこ
とがあれば私の顔筋⾁が緩みます。 
 どんな団体でも活動には限界があります。ましてや私個⼈の⼒など微々たる
ものです。でも少しでも前進のキッカケとなればと思っています。ヘルプに⾏け
ば暖かいものが⾷べれて話を聞いてもらえる、そんな場所があることが⼤切だ
と思っています。 
 
 
 


